


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（20) [突如銀座の喫茶店へ 大天井画の作品 制作を急ぐ藤田嗣
治画伯」『都新聞』1935年９月14日付。
（21) 同前。
（22) 藤田嗣治「壁画に就いて」『地を泳ぐ』書物展望社、1942、
193頁。文末に「昭和10年○
ママ
月」と記されている。
（23) 藤田嗣治「壁画の新しい方向」『アトリエ』1936年７月
号、３頁。
（24) 石川光陽『痛恨の昭和』岩波書店、1988年。ほか。
（25) [ライオンビヤホール階上ホール壁画」（色図）『新建築』
1939年５月号、口絵、頁付けなし。
（26) 中道寿一『ヒトラー・ユーゲントがやってきた』南窓社、
1991。
（27) 布野修司『戦後建築の終焉 世紀末建築論ノート』れんが
書房新社、1995、120－145頁。
（28) 「渋谷Ｄマンション」『近代建築』1971年２月号、125頁。
（29) 図師の自筆原稿「履歴書」1969年現在、タイプ原稿「株
式会社 図師建築設計事務所 略歴」1965年現在（共に「図
師文書」）。
（30) 『国際建築』1937年８月号をはじめ建築専門誌計５誌の掲
載が確認できる。図師によれば、イタリアの建築雑誌『カ
サベラ』は「日本のシュール・リアリストの作品」と紹介
したという。図師の自筆原稿「前進座」日付なし（「図師文
書」より）。
（31) 図師嘉彦「ライオンビヤホールの改築」『国際建築』1939
年６月号、235頁。
（32) 同前。
（33) 藤森照信「銀座の都市意匠と建築家たち」「銀座モダンと
都市意匠」展図録、前掲、31－39頁。
（34) 図師静江氏インタビュー（聞き手：星野。2013年６月７
日および24日、渋谷のご自宅にて実施）。
（35) 藤森、前掲、35頁。
（36) 図師「ライオンビヤホールの改築」、前掲。
（37) 「銀座ライオンビヤホール」『新建築』1939年５月号
（226－228頁）ほか、以下を参照した。『国際建築』1939年
６月号、176－180頁。『建築世界』1939年６月号、10－15
頁。『建築雑誌』1939年８月号、1079－1081頁。
（38) 図師「ライオンビヤホールの改築」、前掲。
（39) 1978年に全面改装され現在に至るが、内装と壁画はほぼ
当時のまま。屋上の塔屋部分にも往時がしのばれる。
（40) [大日本麦酒株式会社（東京）」『国際建築』1934年５月
号、125－133頁。
（41) 菅原定三『美術建築師・菅原栄蔵』住まいの図書出版局、
1994、140頁。ガラスモザイク壁画完成までの経緯について
は本書所収の以下の資料を参考にした。「素石菅原栄蔵のモ
ザイク研究制作沿革記」（1962）および「モザイク壁画座談
会筆記録」（1964年11月）、198－215頁。
（42) 『ビヤホールに乾杯』双思書房編・発行、1994、59－66
頁。
（43) 註37参照。
（44) 川畑直道「写真壁画の時代パリ万国博とニューヨーク万
国博国際館日本部を中心に」五十殿利治編『帝国と美術』
国書刊行会、2010、426－434頁。
（45) 野口道方『糊纈』美術出版社、1979。『糊纈─野口道方遺
作集』ビジュアルプロデュース編・発行、1995。
（46) 野口幸忠氏インタビュー（聞き手：星野。2013年８月2
日、電話にて実施）
（47) 『近代日本 アート・カタログ・コレクション』37巻、63
巻、74巻、75巻、青木茂監修、東京文化財研究所編纂、ゆ
まに書房、2002̃2004。
（48) 制作を担当した５人のうち、その後の画歴が確認できた
田坂乾、納富進の場合も同様である。両者は石井柏亭や安
井曾太郎らが1936年に創立した一水会に参加し、やがて堅
実な写実による穏やかで品のよい風景画の名手として知ら
れることになる。
（49) 野口『糊纈』前掲、14－15頁。
（50) 佐波甫「展覧会評」『美術』1936年２月号、62頁。
（51) 野口幸忠氏インタビュー、前掲。氏によれば、戦時中の
野口は徴用されて家族と共に中国にわたり、「新民会」（中
華民国新民会）の施設の設計などに携わった。
（52) 図師「ライオンビヤホールの改築」前掲。
（53) 図師嘉彦「ライオンビヤホールの改造とその壁画」『建築
世界』1939年６月号、73頁。
（54) 同前。
（55) 図師の自筆原稿「履歴書」1969年現在、前掲。
（56) 図師嘉彦「ライオンビヤホールの改造とその壁画」、前
掲。
（57) 図師静江氏インタビュー、前掲。
（58) 南満州鉄道副総裁・大村卓一の委嘱による「満州邦人住
宅の調査と対策」（1938）および、室蘭の栗林商船社長・栗
原徳一の委嘱による「寒冷住宅採暖実験」（1939）。順に図
師の自筆原稿「満鉄」日付なし。図師の自筆原稿（無題）
1965年７月５日付（共に「図師文書」より）。後者の成果は
日本雪氷協会の機関誌『雪氷』1941年巻７号に発表された。
（59) [日魯漁業社員倶楽部（函館）」『国際建築』1938年11月号
（374－377頁）ほか以下を参照した。『建築知識』1938年11
月号、８－11頁。『建築雑誌』1939年１月号、149－151頁。
『日本建築士』1939年３月号、115頁。
（60) 『建築知識』同前、11頁。ほか。
（61) 「今和次郎採集講義」展図録所収、青幻舎、2011、212－
213頁。
（62) 同前、212頁。
（63) 藤森、前掲、17－31頁。
（64) 図師嘉彦「両舞台大橋座の調査」『民俗芸術』1930年８月
号、31－34頁。ほか。図師の劇場建築への関心も、同会に
おける調査研究活動を通じて深化していったと推察される。
（65) 図師静江氏インタビュー、前掲。
30 銀座５丁目尾張町「ライオンビヤホール」（1939年）とその壁画
（66) 図師「ライオンビヤホールの改造とその壁画」前掲、73
頁。
（67) 同前、73－74頁。
（68) ただし、藤田の壁画が設置された空間は必ずしも大衆向け
であったとは言いがたい。注文主の一人「銀座コロンバン」
創業者の門倉國輝が後に語ったところでは、同店は菊池寛、
市川猿之助など文壇や古典芸能の関係者、ときに皇族や華
族も姿を見せ、「銀座好きの社交場」のようになっていたと
いう。「座談会証言・ギンザ一世紀３」『銀座15番街』1976
年５月号、20頁。
（69) 20年代末のビヤホールの様子が以下によく描写されてい
る。松崎天民『銀座』銀ぶらガイド社、1927、119－122頁。
（70) 図師嘉彦「Drancy 訪問・フランスの定型化建築・大労働
者住宅建設現場視察記」『建築世界』1935年４月号、25－34
頁。同施設はパリ陥落後の1941年８月以降パリ解放の44年
８月まで、ナチス・ドイツによって、フランスのユダヤ人
を強制収容所へ移送するための一時収容施設に転用された。
（71) 図師の自筆原稿「前進座」、前掲。
（72) 図師嘉彦「エス・エス・エス・エルに於ける住宅問題展望
─その一傾向」『国際建築』1931年２月号、７－10頁。
（73) 図師嘉彦「託児所建築に就いて」『国際建築』1939年８月
号、313－325頁。
（74) 当時非合法であった日本共産党の地下印刷工場の設計を図
師が担当したとの証言がある。今泉善一「大森事件のこと
など」（聞き手：本多昭一、藤森照信）『建築雑誌』1985年
１月号、31頁。また、当局に拘束された経験も一度ならず
あったようである。図師静江氏インタビュー、前掲。同イ
ンタビューに同席くださった次女の小磯摩耶子氏によれば、
当時の図師は「はっきりと反体制」であった。小磯氏は、
軍の仕事を敬遠し、日本の敗戦を明言する図師の姿を記憶
している。
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